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號 五 十 六 膏 三 第 誌 雄 學動 動〈101），

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

の

鍵
は

花
の

瓣
に

あ
る

條
等
が
蜜
腺
の

み
る

警
向
ウ

て

集
つ

て、
居
る

の

と
同

じ

様
に、

他
の

動
物
の

眼
を
此

似
せ

の

頭
部
へ

引

ざ
づ

け
る

用
を
な

す
者
で

あ
ら

う
と

考
へ

た。

即

ち
敵
の

攻
撃
を

此

部
で

受

け
て

、

大
事
な

體
を

安
全

に

す

る

手

段
で

ら

う
と
云

ふ

考
へ

を
詑

し
セ

の

で

あ

る
。

　
處
が

丁

度
之

ど
同

じ
樣
な

意
見
が
ボ

U
楢
F ．
靴

の
「

動

物
の

色
」

に

ポ

出
て

居
る。

モ

ル

ク
ン

セ

ン

は

然
し

此

事
に

は

歸
擱
後
始
め

℃
矯
が
つ

い

た
の

で、

蝶
を

觀
察
し
て

居
る

時
分

に

は

少
し

も
知

ら
な

か

り

セ

と
云

ふ
．

　

到
戸

｝

ン

の

此
意

見
に

封
し
て

は
「

擬

態、

淘

汰
並

グ

ー

ウ

イ

耗

主

義
」

の

著
者
ビ

ー

パ

“

は

附
會
の

甚
だ

し
い

者
で

あ
る

と
云

ふ

評

を
下

し
此
シ

ジ

ミ

テ

フ

の

微

翅
の

突
起

は

嘗
て

翅
が

今
よ

り

大

き

か

つ

た

時
の

名
殘
で

あ
ら
う

と
云
つ

て

居
嶋

が、

モ

ル

テ
ン

’

セ

翊
は

此

読
を

馭
し
て

之

こ

そ
却
つ

て

附
會
で

あ

る

と
云

つ

て

居

る
。

動

物
學
雜
誌
の

讀
者
は

果
し
て

何
れ
の

讒
に

左

祖
せ

ら

れ

る

か。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

駒
井

卓
）

　
　

●
ノ

ガ

ン

の

捕
獲

　
『

鳥
』

と
云
へ

る

雜
誌
に

記
昏

れ

セ

る

所
に

よ
れ

ば、

本、
邦
に

て

ノ・
ガ

ン

を

獲

し
こ

と
は

極
め

て

稀

な

る

も
の

よ

如
け

．

れ

ば、

古

き
こ

と
な

が

ら

報
じ

置
か

ん
か

。

余
は

其

當
事
餘
り
に

注
意
せ

ざ

り

し

爲
年
丹
を
記
せ

ざ
り

七
が、

何

れ

＋

數

年

前
の

事
な
り

と

思
ふ

、 ，

前

佐
久
郡

と
北

佐
久

郡
の

境
な

る

中
込

原

乏
稱
す
る

所、

、

夙
と
轄

云

ふ

も

？
何
れ

も

圃
地
な

る

が
、

此

邊
に
て

獵
師
が
蝉

　
　
　
（

雜

　
　

鐘）
　
0
ノ

ザ

ソ

の

捕

獲

　
O
蟹
蛹
に

見

田
証

ろ

三

種
の

壁
蝨

忽
の

珍

鳥
を
得

し
事

あ
り

ぴ

之
れ

即
ち
ノ

ガ

ン

な

り
き、

岩
村

阻

町

標
本

商
古
屋

氏
の

手
に

て

劒
製
せ

ら
れ、

今
は

中
込

村
郵
便
局

長
植
松

某
の

有
と
な

れ

り。

（

大
正

七−
一

二
、

三

記
す
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

小

画
海
太

郎
）

　

　

●
蠶
蛹
に

見
出
せ

る

三

種
の

壁
蝨

（

續
）

　

　
　
ゆ゜
　

6
ざ

津
循
q馳
鴨
b．
画

諠
繭

匙
畠
弋．

兮
穐

器

鳥
翰

働

 
℃

　

體
長
○
・
七

四

三

ミ
、

メ
、

體
巾
○・
五

三

ミ
、

メ
、

淡

黄
色

。

6
丁
。、

ぎ
缶

冨

は

短
大

從
つ

て

5
客

冨
日

は

長
さ

よ

り
巾
の

方
贋

し。

榊

嗣
此

の

種
は

前

記
の

種
に

交
り
て

臣
山

巳
e

柏

　

　

　
Q ゆ゜
　

O
自
富
鱒

自
O
ミ
脇

伽

℃．

　

體
長
一
・
〇
一

ミ
、

メ
、

饐
巾
○・
四
ニ

ミ
、

メ、

體

及
肢

乳
白
色、

逋

に

走
る

性
あ
め
、

o

匿｝一
8
旨

細

長
二

節
よ
り

成
り

尖
端
に
齒
三
、

可

動
齒
節
の

齒
二

あ
ウ
、

り
巴

窟

　
は

五

節
よ

h
成
力

最
先

端
節
下

面
基

部
に

Y
状
に
二

叉

せ

る
一

毛

在
り

。

體
背
に

四
ケ

所
加

暮
百
犀

 

存
在
す

第
三

第
四
肢
問
の

位
置

に

て

背
側
に
一

對
の

oo
註

σq

諺
麟

在

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三

噌

體

表
に

酸

暮
霞
Φ

を
見
す

。

表
皮
全

皚
に

幾
分

明
な

る

細
溝
存
す

、

勧
種
形

の

内

部
に

並
行

せ

る

襞
を
有
す
る

函

老
巳
・。

。

煢
く
 
。・

§
 

存

在
し

腹
面
に

開
口

す
。

腹
尾
背
に

四
本
の

剛
毛

後
に

向
つ

て

生
じ

體
長
に

近
し。

肢
上

の

各
笛
毛

數

は

表
の

如
し、

爪
尖

端
叢

の
詣
o

器
H

を

有
す

。

肢

の

長
さ

は

第
三

第
四

第
二

第
一

の

肢
順
な

b
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　一

個
體
を
見

出
せ

b
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霧
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「

8nO

厚

ー

7

86n

りn
り

．
告

85

鼠

3
琶．
32

謁

肄
2
−

う．

賚

肢
長
〜

第
四

第
一

第
三
第
二

肢
の

順
を

．冖
な

し

日
卸

翫
奮

の

四

分
「

基
部．
鳳
轟

節
に

獨
立

せ
む
と

し
蚕
饐
七

節
よ

り
成
る

、

爪
は

頗
る

長

く

無「
び

先
端
少

し
く
太

ま
り

下
面
に」
て

僅
仁

二

爪

を
突
趨
と

し
て

認
む

。

此
の

種
鳳
 

個
皚

を．

前
記
同

檬
の

蠶
に、
見
閏
せ

る

も
の

な

b
。

、

肢
上

各
節

毛

數
は

衣
式
の

如
し

、

期
は
不

朋

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

〔

八
木

誠
政
）

外

彙

報
…｝

F

　

内
ミ
斗

’

●

　

　

　

●
コ

ロ

ン

ビ

ヤ

大
學
の

動

物
學
教

室

　
・

．
『

コ

ロ

ソ

ビ

ヤ
』

大
學
に

戦
時
怯

軍
除
の
一

部
と

化

し

墨
生
の

享

く
べ

き

恩
悪

な

悉
く

に

が
れ

殺
風

景
極
ま

乃−
歌
慧
に

て

日

本
入

學
生

七

＋

名

餬
物

學

教
室

だ

げ

に

て

も

四

名

（

乱
輓
の

蒭
西
助
欷

授
は

原
生
動

物
學、

盛
岡

の

松

井

教
授
ほ

細

胞
學

遘
傳
學・

高
舫

用

蝨
の

洒

尉
氏
は
亠

鯛

滿
よ

リ

來
り

植
物
學
の

助

手

を

勤
め

細

胞

學
尋

專
攻
）

書
の

食
堂
に

て

貼
給

仕
が
日

本
語
葎

使
つ

て

愛
矯
な

撮
ま

く

程

の

勢
ひ
・「
…・・
…

　（
去
年

渡
米
冠

ら

れ
嚢

る

圖
箇

氏
の

通
信

よ

り
）

　
　

　

　

・
　

　

．
　

　

　
　

　

（

谷

津
直
秀
）

　

　ヒ

○
吉
冊

博
士

論
文

審
査
の

要
旨

　

縞
陶
縣
夲

民
吉
田

貞
雄
の

提
出
に

係
る

學
位

讃
文
は
「

掴

蟲
の

發
青
に

關
寸

ろ

知

見
」

と

題
す

る

藜
に

し

て

著
者
が

數
年

來
此

問
題

に

就
て

爲

薯
實

驗

を
詳

逋
し

蝴

蟲
ほ

果

し
て

中
聞
宿、
主
か．
必

要
ど

す

る

や

否

や

若
し
中

間
宿

主

を

要
ぜ

で
と

ぜ

ば

其
の

卵

子

若
く
は

幼
蟲
が

人

瞬
に

侵
入

し

て

成
蟲
と

な
う

に

至

惹

ま

で

の

徑

路
如

何

等
の

疑

閇

の

解
決
海

需
鞠

て

哉
勘
し

鼓

に

從

來

満
足
な

る

設

朗
を

得
ざ
り

し

蝿

蟲
の

生

活
史

り

大
要

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

’

璽

‘

　
・

三

二

　

　
葎

潔
濯
ゐ

あ

輩、．．

衾
者
の

貫

磐

垂
要

宰

羅
難
鑠
す

れ

ば

定

姦
し

　

　
（

一

蔓
糖

葺
ご

ろ

卵
及

卵
白

鑒
嚢
ざ

轟
曇
青
ヵ

蓐・
侮
（

二
）

鼕
な

・

受

　

　

髴
舞
氏

三

＋

觜
外
の

農
に

於
て

最
も

良

桑
宥
し

妻
の

黌
甑
保、

学
る

　

　

宝、
に

姦
日

に

し
て

仔

罍
認
め

得
る、

三
（

三
）

遘

昏
發
育

芸
摎
毒
檬

　
　

導
れ

蕘
處
に

轟
化

し

蠶
旨
巳

の

逕

勢
に

依
り

て

盤
贅
穿
し、

毒
分

へ

11
肝、、

脾
及

び
其

他
の

内

臓
に

侵
入
し
一
藩

分
侵

徇

進
で

績
隔

膜

な
逋
迯

し
で

肺
に

侵

　
　

入

す

る
、
、
と

（

四
）

肺
に

撻

し

馨
幼
蟲
は

氣
管
を

溯

り
て

・

腟

に

蓮

し
夫
れ

毒
食
道

｝｝
　

葎
降
−ー

て

最
後
の

佳

所
六
る

腸
に

逹
す
る

こ

と

且

肺
に

侵
入

で
る

こ

と

の

發
育
綴

績
に

｝
　

必

覆
件
染
お、
）
と

盆

諦
以

外
の

内

篩
に

侵
入

し

跨
る

謬
或
に

其

書
て
死

滅

　

し
或

は

靆
で

肺

盞
リ

夫
れ

奇
氣

響
及
び
養

逍・

蓋
て

臀
琴
る

こ

去
六
）

肺

…

、

り
探

笑
。

幼

疊
是
れ

甕
豊
物
の

攫
或

島
篝
に

鋳
し

叉

猛
警

 
　
塗

捧
て

る

も

樹
能

く

移

行
し

て

途
に

肺
穢
に

淫
マ

る

こ

と

〔

七
」

鼠
及

び
屯

レ

屯

ツ
ト

に

　

於
て

肺
よ

嚇

腸
に…
運

入

也

ろ

幼
蟲
は

再
糞
便

と

共
に

排
幽
ぜ

ら

る

ζ

こ

と

…志
　

　

暑
者
は
是

等
の

事

實
な

立

證
寸

る

に

觜
り
鼠
及

び
毛

〃

モ

ッ

ト

な
試

驗

勘
曲
に

俳
し

　

馨
が

是
等

晶
蟲
の

自

然
的

宿

書
非

ざ
る

が
故
に

其
の

肺

に

逹

毒
る

幼
蛔

直
が

…　

果
し

歪
馨

馨
象
續
し

彎
審
翼

撃
蓼
少

婁
毬
毳

享
警

　

薯
は
試

験
動
物
の

肺

よ

り

操

異
る

蠶
言
ら

熊

下
ぜ

し

に

七

＋

吾
な
灘

姦

〜…

勲
膝
解
鶏

購
釁
凝
勸

募
遠
錘
騰
阪

谿
勲
跨
灘
黝

…

濕
砕

鰡
齢
擁
羅
瓢
鶲

瑠
騎
難
儲

顯
惣

羅
勝
綴
膿
照

一

血

蹇
起
す
る
・
・
と

髴
ぞ
臨

床
家

碁
醒

需
へ

馨
が

聖由

条
婁
の

附

鯨

　

と

見

撃
べ

き

蕈
に

於
て

＋
二

指
腸

蟲
及

び
「

ス

ト

・

ン

ギ

・

イ

翼
じ

に

於
て

ら

前

　

記

の

幼
飼

蟲
移

行
と

同
樣
の

事
實

か

立

饐

ぜ

る

ほ

何
れ

も

重
要

な

る

貢
獻
な

噸
と

す

　

　

本

論
文

蟻
蟲
の

生

資
葎

闡
明

牙
こ

と

多
大
に

し

て

英
入

訓
・

 
ト

の

發

　

表
ぜ

る

成
綾
に

比

し
冖

歩
な

拔
け

る

は

特

に

稱
揚
す

る

に

足
る

依
て

著

者

は
大

學
院

に

奇
窺
の

酸
僉
馨
あ
高
蟹
毒

努
あ

り
と

馨
〔

杢
韋
男

　

二

十

八

日

官

報
に

擢｝
る

）

慶
罵

 
糠
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一Eleotronio 　Library 　Servioe

」


